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複合地区四国の設立、336-A地区を分割へ!
336-A地区ガバナー 前期を振り返って
メンバーとして半期の思い・想い
LCIF集中セミナーに参加して
336-A地区アラートセミナー実施報告
一日一斉おもてなし遍路道ウォーク
周年記念式典
YCE冬期キャンプレポート
国際平和ポスターコンテスト
クラブアクティビティの紹介
クラブ支部・レオクラブ現況表
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■ 情　報 
336-A地区会員現況
物故会員･編集後記
第71回 地区年次大会のお知らせ

ライオンズクラブ国際協会336-A地区

　　　　　地区ガバナー　石井 淑雄

前期を振り返って

　
2
0
2
4
年
6
月
25
日
、メ
ル
ボ

ル
ン
国
際
大
会
閉
会
式
に
て
オ
リ
ベ

イ
ラ・フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
国
際
会
長
か
ら

ガ
バ
ナ
ー
に
任
命
さ
れ
、6
ヶ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。光
陰
矢
の
如
し
と
は
、

ま
さ
に
こ
の
半
期
を
物
語
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。と
同
時
に
楽
し
い
日
々
で

あ
り
ま
し
た
。

　
恒
例
行
事
で
あ
り
ま
す
地
区
名

誉
顧
問
会
議
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
、

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
、M
D
3
3
6

ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
、L
C
I
F
研
修

会
、M
1
・
5
研
修
会
、国
際
会
長
・

L
C
I
F
理
事
長
・
A
P
シ
ン
国
際

第
一
副
会
長
公
式
訪
問
、ク
ラ
ブ
周
年

記
念
式
典
、ゾ
ー
ン
合
同
例
会
、支
部

結
成
例
会
、新
会
員
入
会
式
等
々
が

会
員
皆
様
の
絶
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、

無
事
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
区
内
各
種
会
合
に
出
席
す
る

度
に
、元
気
を
与
え
る
役
目
の
私
が

逆
に
元
気
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。誠

に
3
3
6
–
A
地
区
の
素
晴
ら
し
さ

を
肌
で
感
じ
る
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。

と
は
申
せ
、前
半
期
を
振
り
返
る
と

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
ら
ね
ば
と
思
う

こ
と
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
よ
り
後
半
期
が
始
ま
り
ま

し
た
。各
ク
ラ
ブ
会
員
純
増
1
名
、

会
員
拡
大
は
ク
ラ
ブ
運
営
の
強
靭
化
、

奉
仕
の
拡
大
、L
C
I
F
推
進
に
直

結
致
し
ま
す
。加
え
て
ゾ
ー
ン
で
1
つ

の
ク
ラ
ブ
支
部
の
結
成
等
々
を
こ
れ

か
ら
も
声
高
に
叫
ん
で
参
り
ま
す
。一

方
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
、不
景

気
な
時
に
と
の
声
も
ご
ざ
い
ま
す
が

共
に
知
恵
を
出
し
、汗
を
流
し
、手
を

携
え
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。前
期

10
の
ク
ラ
ブ
支
部
が
誕
生
、エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョン
も
9
R
1
Z
で
1
ク
ラ
ブ
が
決

定
し
、後
半
も
2
つ
の
ク
ラ
ブ
が
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
の
準
備
を
し
て
下
さ
っ
て

お
り
ま
す
。皆
様
の
ご
尽
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
半
の
重
要
テ
ー
マ
の一つ
が
、「
正

し
い
最
新
の
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に

会
員
の
皆
様
に
届
く
為
の
戦
略
に
つ

い
て
の
討
議
」で
あ
り
ま
す
。即
ち
複

合
地
区
四
国
の
設
立
、そ
の
為
の
地

区
分
割
で
あ
り
ま
す
。伝
統
と
新
常

識
の
融
合
の
時
が
ま
さ
に
今
花
開
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
後
半
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。併
せ

て
会
員
各
位
の
ご
多
幸
、ご
健
勝
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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メンバーとして半期の思い・想い

地区GSTコーディネーター
地区GMA会員満足度チームリーダー

平田 治由

　坂出キャビネット発足から半期が過ぎ、準備段階から1年経過し、コーディ
ネーター、チームリーダーの役割がどう表れたのかと思いを巡らしました。
　◉ 地区GSTコーディネーターは、①青少年・LCIF・ライオンズクエスト
委員会、②環境保全・保健福祉委員会、③YCE・国際関係・ライオンズレオ
委員会の3委員会をサポートする役割です。地域に合ったニーズの高い
アクティビティが行えるよう、RCやZC、各委員長に色々な資源を提供し、
延いては会員の満足度を高める解決策をリードする役割です。地区
GMA会員満足度チームリーダーは、会員満足度アンケートの結果を有
効活用し、各クラブの課題などを共有のうえ具体的に取り組み、会員の満
足度向上と共にクラブの活性化を図ることを目途に活動する役割です。
両者共に情報のプラットホーム化のもと会員満足度の向上に繋げ、各ク

ラブの活性化を進捗させ、地域の位置付けを高めることを目指しています。
　 ◉ この半期において、
　　①環境保全・保健福祉の活動実態についてアンケート実施する。
　　②各クラブの会員数について実態を確認する。
　　③前期に実施した会員満足度調査アンケートを纏める。
　　④会員実績を月別に纏める。
以上、4項目に取り組み、情報提供しましたが、その成果を問われると「???」であり、表れているとは言い難
い。慰めの見方をすれば、「成果が表れる手段を講じた段階」と思っています。
　 ◉ GATメンバーとして会員増強の一躍も担い、コーディネーターやチームリーダーの役割を通し増強に
臨んでいるが、これがまた難しいと痛感しています。従来、多くの地区キャビットにより同類の課題について
時代・諸環境に応じ取り組み、結果はクラブや会員の減少傾向です。人口減少や地域経済の変化など外的要
因が大きく影響していますが、各クラブの努力・工夫は弛まなく行われていることは感謝しています。以上が

「半期の思い」です。
　この「思い」のまま後期に臨むのかと言えば、少しでも地区に貢献できるよう「もがく想い」の姿勢で取り
組む所存です。クラブ支部設立は目標を満たし、新会員も増加しています。新しいメンバーの方々がどう思っ
ているのか、どうしたいのか等は、今後のクラブの在り方に良き視点になると思っています。当然、永年貢献
されてきたメンバーの方々もクラブに対する「想い」はありま
すので、「会員満足度調査」を行い、結果の有効活用に取り組み
たく想っています。糖尿病や視力、小児がんなどグローバル重
点分野において、各クラブの活動も見られますが、地区全体で
の取り組みを模索し、今期のみならず継続した取り組みを検討
したく想っています。いずれにしても各クラブの皆様方のご協
力、ご支援がなければ、四国は一つの共有精神の「かすがい」
を施すことができません。どうか後期も前期同様にご協力を得
て、良き結果を共に感受できる取り組みを推進させる想いであ
ります。後期も宜しくお願い致します。

　追記：堅苦しい文書は肩が凝ります。先日、キャビネット内局
会で当方の名札がなく、自分で作成しました。分かり難い名札
かも?
　もう一つはある委員会で少し時間ありましたのでちょこっと
書いてみました。全て途中で終了してますので、何ともみすぼ
らしいものですが、「笑い」も必要ですよね。

坂出キャビネット

LCIF集中セミナーに参加して
　2月8日、この日は非常に寒い日でしたが、ＬＣＩＦ集中セミナーが開かれる
坂出市役所へ向かいました。大変な荒天にもかかわらず、112名の方に参加
して頂きました。夏有民先生のライオンズクラブにおける名声のおかげかと
思わずにはいられませんでした。
　夏有民先生は現在ＬＣＩＦ会則地域リーダー補佐（講義研修担当）を務めら
れており、1983年大阪天王寺高津ライオンズクラブに入会以来、ＬＣＩＦ関連
の役職を担当され、2020年にはＬＣＩＦ最高勲章であります「人類の友」を受
賞され国際会長より感謝状が贈られています。
　そういった方の講義ですので、その内容も理路整然とした説明であり、ＬＣ
ＩＦに関する歴史から内容説明数値グラフの提示により、パワーポイントを
使った詳細な説明を行う講義内容を想像して

おったのですが、その意に反してパワーポイントや掲示物等は使用せず、夏先生
は小さな一冊の資料に基づいてのその抑揚のある非常に大きな声での講義
でありました。その大きな声のためこのような講義ではよく見掛けるうたた寝
をする人も居なかった様に思います。もちろんその内容のすばらしさは言うに
及ばずですが。特に印象に残ったのがいくつかあります。
　まずライオンズクラブメンバーであればＬＣＩＦに寄付をするのは当然であり、その寄付金が多くの人の命を
救っているという意識を持つことであるという事です。会費を払ってライオンズクラブに居るのであれば会
費又はそれ以上の金額を寄付出来ないはずはない人ばかりとの事です。その考えが広がればＬＣＩＦ寄付金が
ゼロのクラブがゼロになるのは簡単なことだと思います。
　次に印象的な事はＬＣＩＦに集まった寄付金は、その事業遂行のための事務経費及び運営費には一切使用し
ていないとのことです。事業経費は別会計の資金運用によって得られた資金で賄っているとの事です。
　またＬＣＩＦの寄付金は地区クラブシェアリングによって、寄付金を納めた側もその利用が可能です。その為
の種々の規則等がありますが、それは各々が学んでいくものだと思います。
　本セミナーの講義内容は多くの種類の支援活動があり、その活動のためには多くの労力も必要ですが、
それ以上にお金（寄付金）が必要なのです。
　その集めた寄付金を必要な人々へ必要な場所へ効率よく支援するのがＬＣＩＦであると考えます。ＬＣＩＦ集
中セミナーの内容はやはり受講しないと解らない部分が多く有ります
ので、一人でも多くの方が夏先生の講義を受けて頂きたいと思います。
　最後に、このＬＣＩＦ集中セミナーの講師であられます夏有民先生の
今後益々の御活躍をお祈り申し上げます。

青少年・LCIF・
ライオンズクエスト委員長

曽根 昭一

LCIF会則地域リーダー補佐
夏　有民 氏

会場は坂出市のご協力を頂きました。

現　　　職

所属クラブ
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336-A 地区アラート委員会

委員長　出射 隆文
いでい

336-Ａ地区

　2024 年 11 月 23 日（土・祝）13:30 ～ 16:30
　宇多津町のホテルアネシス瀬戸大橋において、336-A地区では初めての
アラートセミナーを開催しました。
　石井淑雄336-A地区ガバナーによるあいさつ、西尾愼一MD336アラート
委員長による来賓あいさつの後、香川大学創造工学部の野々村敦子教授に
よる基調講演が「令和6年能登半島地震から学ぶ南海トラフ地震対策」
というテーマで行なわれました。

　能登半島地震の被災地の調査の様子とその分析から、近い将来
起こると予想されている南海トラフ巨大地震にどう対策を取る必要
があるかについて講演いただきました。特に、ライオンズクラブのよう
な「民レベルのネットワークの大切さ」という指摘が印象に残り
ました。
　パネルディスカッションは、木村知紀ＪＬＡ※東日本統括リーダーを
コーディネーターとして、畑中隆之ＪＬＡ西日本統括リーダー、廿日出
一晴ＪＬＡMD336班長、織田秀樹ＪＬＡMD336副班長、石永扶佐夫
元337-C地区アラート委員長の4名のパネリストが、それぞれの立場で

「被災地における支援・受援
のあり方」をテーマにディス
カッションしていただきました。
　被災地での経験豊富なパネリ
ストの話はとても参考になりま
した。

　私の方から、「336-A地区の現在までの決定事項と今後の
取組について」の中で、連絡体制の再構築、336-A地区におけ
る、アラート活動の規定の策定、アラート活動に特化した支部の
結成、今後のアラートセミナーの開催あり方などについて話をいた
しました。
　最後に、藤井信英MD336ガバナー協議会議長・ＪＬＡ副委員長
から講評・あいさつをいただきました。
　336-A地区を中心に160名が参加いただき、地区キャビネット、各
Ｒのアラート委員の皆さまにおかげで、アラートの意識が高まり充実
したセミナーとなりました。ここに感謝申し上げます。

※ＪＬＡ…（一社）日本ライオンズアラート委員会

パネルディスカッション

アラートセミナーの開催について

MD336ガバナー協議会議長
藤井 信英 氏

MD336 アラート委員長
西尾 愼一 氏

JLA東日本統括リーダー
木村 知紀 氏 香川大学創造工学部

教授　野々村 敦子氏

336-A地区ガバナー
石井 淑雄 氏

コーディネーター　ＪＬＡ東日本統括リーダー （青森ＺＥＲＯＬＣ）　木村　知紀
パネリスト　　　　ＪＬＡ西日本統括リーダー （岡山みらいＬＣ）　畑中　隆之
パネリスト　　　　ＪＬＡMD336 班長 （呉安浦ＬＣ）　　　廿日出一晴
パネリスト　　　　ＪＬＡMD336 副班長 （東予ＬＣ）　　　　織田　秀樹
パネリスト　　　　元337-C地区アラート委員長 （明石魚住ＬＣ）　　石永扶佐夫

336-A地区アラートセミナー実施報告
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一日一斉おもてなし遍路道ウォーク
2025年2月23日（天皇誕生日）に開催
　遍路道ウォークはNPO法人”遍路とおもてなしのネットワーク”が主催し、
今年は初の参加者10,000人超の達成を致しました。
　遍路道は全行程1,200kmと長い道のりです、この活動はゴミ一つない
遍路道を提供しお遍路さんに気持ちよく巡礼して頂くために、336-A地区
のライオンズクラブも一致協力して取り組んでおります。

環境保全・保健福祉委員会
委員長

東條　仁

1
0
，0
0
0
人
超
が
参
加

道後温泉 松山南LC

土成LC

徳島中央LC

松山ホストLCこんぴらLC

第10回

一日一斉おもてなし遍路道ウォーク
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松
山
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
松
山
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
も
と
１
９
７
０

年
１
月
20
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
山
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
諸
先
輩
達
が
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
築
い
て
き
た
伝
統
と
行
っ
て

き
た
活
動
を
守
り
、
こ
の
先
の
未
来
に
向
け
て
末

永
く
社
会
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
く
と
い
う
決
意

を
込
め
て
、
会
長
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
未
来
へ
向
け

て　
Ｗ
ｅ　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
と
掲
げ
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
ま
す
。

　
55
周
年
を
55
名
以
上
で
迎
え
よ
う
と
数
年
間
頑

張
っ
て
き
た
結
果
、
56
名
で
式
典
を
迎
え
る
事
が

で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
55
周
年
記
念
事
業
は
「
命
を
大
切
に
・
・
・
」

を
テ
ー
マ
に
次
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
20
日
に
開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
で

は
能
登
半
島
へ
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
災
害
時
の
幼
児
の
避
難
用
に
松
山
市

を
通
じ
て
保
育
園
に
お
散
歩
兼
避
難
カ
ー
ト
を
5

台
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
の
保
全
や
地
域
の
未
来
づ
く
り
に
寄

与
す
る
活
動
と
し
て
、
護
国
神
社
の
万
葉
苑
に
ニ

ワ
ト
コ
と
し
だ
れ
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
動
物
愛
護
の
た
め
、
は
ぴ
ま
る
の
丘
（
松
山
市

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
）
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。
新

し
く
で
き
た
施
設
の
た
め
、
ケ
ー
ジ
等
の
備
品
が

不
足
し
て
い
る
と
の
事
で
、
購
入
に
役
立
つ
と
喜

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｃ
Ｅ
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
さ
せ
て
頂

き
、
式
典
に
も
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
課

題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

次
の
世
代
へ
と
繋
ぐ
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
活
動
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
や
っ
と
大
き
な
節
目
の
日
が
過
ぎ
安
堵
し
て
い

ま
す
。
前
日
の
悪
天
候
で
天
気
を
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
日
ご
ろ
の
行
い
が
報
わ
れ
た
の
か
、
良

い
日
に
な
り
ま
し
た
。
5
月
に
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
内
容
も
予
算
も
招
待
者
も
絞
っ
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
形
式
を
基
本
と
し
、
事
前
の
準
備
と
打
ち

合
わ
せ
回
数
を
増
や
し
、
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
記
念
事
業
、
記
念
誌
、
掲
示
物
、

周
辺
環
境
、
交
通
整
理
等
々
、
細
部
に
至
る
ま
で

人
数
こ
そ
少
な
い
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
発
揮
し

た
結
果
、
手
作
り
で
あ
の
よ
う
な
立
派
な
記
念
式

典
が
開
催
で
き
た
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
香
川
県
知
事
、
ま
ん
の
う
、
琴
平
の
両
町
長
様

の
心
温
ま
る
ご
祝
辞
を
頂
き
、
石
井
ガ
バ
ナ
ー
の

熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
ご
祝
詞
等
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
庄
原
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
は
19
名
も
お
越
し
く
だ
さ
り
改
め
て

友
情
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩
倉

会
長
を
は
じ
め
、
各
委
員
会
が
「
チ
ー
ム
こ
ん
ぴ

ら
」
と
な
っ
て
無
類
な
る
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
会
員
家
族
の
ご
婦
人
の
皆
様
も
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
会
員
皆
様
の
ご

協
力
や
支
え
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

の
至
ら
な
い
点
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大

会
委
員
長
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
名
誉

に
思
い
感
謝
致
し
ま
す
。

　

こ
ん
ぴ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
未
来
へ
と
続
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Anniversary

松山東ライオンズクラブ
結成55周年記念式典

護国神社の万葉苑にニワトコとしだれ桜の植樹 お散歩 兼用 避難車 贈呈式
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Z　

松
山
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Anniversary

こんぴらライオンズクラブ
結成45周年記念式典

5
R
︱
2
Z　

こ
ん
ぴ
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
大
会
委
員
長
　
山
本
　
順
子

55th

45th

周年記念式典

7



　
令
和
６
年
10
月
26
日
（
土
）
午
後
４
時
よ
り
高

知
市
内
の
サ
ウ
ス
ブ
リ
ー
ズ
ホ
テ
ル
に
て
記
念
例

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
３
３
６
―
A
地
区
役

員
の
皆
様
方
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
そ
し
て

遠
方
福
島
県
よ
り
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
郡
山
北
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
、
６
リ
ジ
ョ
ン
・
７
リ
ジ
ョ

ン
の
会
員
の
皆
様
方
を
お
迎
え
し
て
の
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
40
周
年
記
念
事
業
の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
、
30

周
年
、
35
周
年
と
続
け
て
い
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ベ

ン
チ
の
設
置
を
、
今
回
は
高
知
県
立
春
野
運
動
公

園
へ
３
基
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
春
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
「
あ
ん
ぱ
ん
」
が
放
映
さ
れ
ま

す
。
春
野
運
動
公
園
を
訪
れ
る
皆
さ
ま
に
く
つ
ろ

い
で
頂
け
る
ベ
ン
チ
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他
の
記
念
事
業
と
し
て
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
高
知
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催
、
高
知
こ
ど
も
の
図
書
館
へ
図

書
寄
贈
、
高
知
県
立
春
野
運
動
公
園
へ
植
樹
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
特
別
委
員
会
へ
の
協
力
金
贈

呈
、
L
C
I
F
へ
１
人
1
0
0
ド
ル
献
金
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
て
い
た
フ

ル
ー
ト
＆
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
〝
ア
ル
ボ
ル
〟（
宇
高

靖
人
・
宇
高
杏
那
さ
ん
）
の
素
敵
な
音
楽
演
奏
に

耳
を
傾
け
、
ホ
テ
ル
の
美
味
な
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
方
と
の
交
流
を
は
か

り
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
45
周
年
に
向
け
て
、
地
域
か
ら
支

持
さ
れ
る
よ
う
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
我
々
は
奉
仕
す
る
」
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

6
R
︱
1
Z　

高
知
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
　
高
橋
　
光
男

ベンチ寄贈　高知北LC結成40周年関連 高知北LC結成40周年記念例会

　
２
０
２
４
年
10
月
20
日
（
日
）、
土
佐
清
水
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
高
知
県
全
土
か
ら
約
１
２
０
名
の
ブ
ラ

ザ
ー
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
各
役
員
の
皆
様
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
40
周
年
記
念
事
業

と
し
て
整
備
を
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園
『
木ぼ

く
ぼ
く木
の

森
』
の
遊
歩
道
改
修
、
土
佐
清
水
市
立
清
水
中
学

校
吹
奏
楽
部
へ
金
一
封
、
土
佐
清
水
市
立
清
水
小

学
校
創
立
1
5
0
周
年
記
念
石
碑
の
プ
レ
ー
ト
作

成
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
へ
金
一
封
、
高
知
県
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
献
眼
特
別
委
員
会
へ
金
一
封
、
高
知
県
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
骨
髄
バ
ン
ク
特
別
委
員
会
へ
金

一
封
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
へ
金
一
封
、
以
上

総
額
１
，９
５
０
，０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
式
典
と
祝
宴
の
間
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

清
水
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
祝
宴
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
『
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
い
な
ん
』
に
よ
る
、
よ
さ

こ
い
踊
り
、
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を
開
催
し
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
も
楽
し
か
っ
た
と

い
う
言
葉
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
土
佐
清
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

70
周
年
・
80
周
年
…
１
０
０
周
年
と
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
、メ
ン
バ
ー
共
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
土
佐
清
水
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
益
々
の
発
展
と
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
記
念
式
典
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土佐清水LC60周年記念 小学校石碑板寄贈

6
R
︱
3
Z　

土
佐
清
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
式
典
委
員
長
　
三
木
　
達
彦

土佐清水ライオンズクラブ
結成6０周年記念式典

Anniversary

土佐清水LC60周年記念 清水小学校石碑プレート

Anniversary

高知北ライオンズクラブ
結成4０周年記念例会40th

60th

周年記念式典
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２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
10
月
６
日
（
日
）、
私
達
、
高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
は
、
高
知
市
内
に
あ
る
明
治
７
年
創
業
の
老
舗
旅
館
城
西
館
に
て
、

結
成
65
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
方
々
、
地
区
役
員
・
地

区
委
員
の
方
々
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
な

ど
多
数
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
無
事
、
盛
大
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
結
成
40
周
年
よ
り
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
今
回
の
65
周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
は
、
高
知
県
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

献
眼
特
別
委
員
会
へ
の
協
力
基
金
、
高
知
県
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
骨
髄
バ
ン
ク

特
別
委
員
会
へ
の
協
力
基
金
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
支
援
金
以
外
に
、
親
子

大
鼓
教
室
の
開
催
、
親
子
で
の
高
知
大
道
芸
フ
ェ
ス
の
観
覧
、
親
子
ハ
ゼ
釣
り

大
会
の
開
催
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
親
子
大
鼓
教
室
で
は
、
記
念
式
典
の
前
日
で
あ
る
10
月
５
日
に
、
高

知
市
の
四
国
霊
場
第
三
十
一
番
札
所
で
あ
る
竹
林
寺
書
院
に
お
い
て
、能
楽
師・

囃
子
方
大
倉
流
大
鼓
奏
者
で
あ
る
大
倉
正
之
助
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
開
催

し
、
高
知
新
聞
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
等
の
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
取
り

上
げ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
鼓
教
室
に
は
、
小
学
２
年
か
ら
中
学
３
年
の
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者

合
計
45
名
が
参
加
し
、
大
倉
講
師
よ
り
大
鼓
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
い
た
後
、
各

自
が
大
鼓
を
自
由
に
鳴
ら
し
て
練
習
を
行
い
、
慣
れ
て
き
た
ら
大
倉
講
師
の
掛

け
声
に
あ
わ
せ
て
、
全
員
で
大
鼓
の
演
奏
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
参
加
者

全
員
で
、
竹
林
寺
の
本
堂
で
の
奉
納
演
奏
を
行
い
、
稽
古
の
成
果
を
御
本
尊
様

に
聞
い
て
頂
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
倉
講
師
に
は
、
引
き
続
き
、
記
念
式
典
後
の
祝
宴
の
余
興
に
も
ご

参
加
頂
き
、
当
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
大
倉
講
師
と
共
に
、
大
鼓
の
演
奏
を
披
露

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
結
成
70
周
年
に
向
か
っ
て
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
繋
が
る
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

7
R
︱
1
Z　

高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブハゼつりハゼつり

ハゼつりハゼつり

大鼓教室大鼓教室

記念式典記念式典

大道芸大道芸

7
R
︱
2
Z　

土
佐
山
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
川
添
　
清

　
1
9
6
4
年
12
月
に
高
知
県
８
番
目
、
日
本
8
4
6
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て

20
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
２
年
後
に
は
土
佐
本
山
L
C
を
、
13
年
後
に

土
佐
香
南
L
C
を
結
成
し
ま
し
た
。
会
員
数
は
60
名
に
な
り
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の

高
揚
に
沸
き
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
特
色
は
人
と
の
交
流
に
対
し
て
熱
心
な
事
で
し
ょ
う
か
。

1
9
6
9
年
L
C
国
際
大
会
で
の
御
縁
で
米
国
フ
ロ
リ
ダ
・
ラ
ー
ゴ
L
C
と
姉

妹
提
携
を
し
た
。
こ
れ
は
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
両
市
及
び
両
高
校
共
に
姉
妹

提
携
を
結
び
多
く
の
市
民
が
５
年
毎
訪
問
を
重
ね
、
隔
年
に
は
高
校
生
の
短
期

留
学
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。1
9
7
3
年
に
は
旧
国
鉄
金
沢
鉄
道
管
理
局
長（
物

部
村
出
身
）
が
高
知
県
関
係
者
に
姉
妹
駅
を
提
案
し
、
北
陸
本
線
芦
原
温
泉
駅

と
土
佐
山
田
駅
が
姉
妹
駅
と
姉
妹
都
市
の
調
印
を
結
び
、
1
9
7
6
年
に
は
あ

わ
ら
三
国
L
C
と
の
姉
妹
提
携
を
行
っ
た
。
以
後
、
青
少
年
短
期
留
学
を
中
心

と
し
交
流
し
た
。
1
9
9
0
年
あ
わ
ら
三
国
L
C
結
成
30
周
年
の
時
、
高
山
せ

つ
城
L
C
と
の
仲
介
を
し
て
頂
き
、
以
来
５
年
ご
と
の
訪
問
は
、
日
本
文
化
の

発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ
る
、飛
騨
高
山
を
訪
れ
る
事
は
楽
し
み
で
す
。
か
つ
て
、

立
山
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
折
り
、
素
晴
ら
し
く
整
備
さ
れ
た
環
境
に
は
感

服
を
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
1
9
9
5
年
に
は
、
台
湾
省
台
南
市
安
南
獅
子
会
と

の
姉
妹
提
携
を
し
、
相
互
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
姉
妹
ク

ラ
ブ
と
の
絆
は
あ
り
が
た
く
、
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
近
年
ク
ラ
ブ
に
は
若
者

の
入
会
が
無
く
、
又
転
勤
に
よ
る
入
退
会
も
な
く
な
っ
て
き
た
。
今
や
結
成
時

の
人
数
の
半
数
も
居
な
く
大
変
な
事
態
で
あ
る
。

　
60
周
年
事
業
と
し
て
は
物
部
町
に
特
化
し
て
、
地
場
産
品
の
柚
子
を
し
ぼ
り

土
産
と
し
た
。
ま
た
数
百
年
の
歳
月
を
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
間
信
仰
（
陰
陽
道

や
修
験
道
、仏
教
、神
道
な
ど
が
ま
じ
り
あ
い
成
立
し
た
か
？
）〝
い
ざ
な
ぎ
流
〟

に
光
を
当
て
て
、
舞
神
楽
を
披
露
し
て
頂
い
た
。
ま
た
、
結
成
記
念
と
し
て
建

設
さ
れ
た
交
通
安
全
ア
ー
チ
（
土
佐
山
田
町
の
入
り
口
の
国
道
1
9
5
号
線
に

跨
っ
て
中
央
に
は
L
C
の
マ
ー
ク
が

燦
然
と
輝
き
60
年
間
市
民
の
安
全
を

見
守
っ
て
い
る
）
や
各
所
に
建
て
ら

れ
た
三
角
塔
等
の
改
修
を
行
い
、
先

輩
L
の
足
跡
を
大
事
に
し
つ
つ
、
交

通
安
全
や
〝
愛
と
勇
気
の
物
語
の
ま

ち
香
美
市
〟
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
。
資
金
の
乏
し
い
当
ク

ラ
ブ
に
と
っ
て
L
C
I
F
の
地
区

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
さ
せ
て
戴

き
、
ま
た
多
く
の
式
典
登
録
者
の
協

力
を
頂
い
て
記
念
式
典
が
成
功
に
終

わ
っ
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

高知鷹城ライオンズクラブ
結成65周年記念式典

Anniversary

Anniversary

土佐山田ライオンズクラブ
結成60周年記念式典

65th

60th

周年記念式典
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高
知
桂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
西
内
　
康
志

高知少年少女合唱団ミニコンサート三桂会長まんが甲子園支援事業
感謝状授与

60周年記念特別例会また会う日まで

　
徳
島
や
ま
も
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
15
周

年
記
念
式
典
・
祝
宴
を
2
0
2
4
年
12
月
1
日
に

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６
―
A
地

区 

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

向 

和
人
様
、
元
地
区

ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問 

川
辺
信
郎
様
、
ス

ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ 

徳
島
山
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長 

立
道
健
司
様
を
は
じ
め
、
地
区
役
員
・

委
員
の
方
々
と
、
来
賓
に
徳
島
市
生
涯
福
祉
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
健
康
館 

笹
田
館
長
、
徳
島
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー 

新
谷
所
長
、
社
会
福
祉
法

人
阿
波
国
慈
恵
院 

山
口
理
事
長
に
御
列
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島
の
多
数
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
徳
島
や
ま
も
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
時

よ
り
、
ふ
れ
あ
い
健
康
館
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
芝
刈
り
、
清
掃
を
継
続
事
業
と
し
て
、
年
2
～

3
回
行
っ
て
お
り
、
こ
の
度
の
15
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
電
動
芝
刈
り
機
1
台
を
贈
呈
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
健
康
館
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

が
有
り
16
団
体
1
3
0
0
名
以
上
参
加
者
登
録
し

て
お
り
、
私
も
協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
館
長
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
清
掃
活

動
は
、
利
用
者
の
方
々
、
行
き
通
う
人
々
に
も
心

伝
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
の
ふ
れ
あ
い
が
暖
か
く
心
身

と
も
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
継
続
し
て
良

い
環
境
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　
徳
島
や
ま
も
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
か

ら
20
周
年
・
25
周
年
と
進
ん
で
い
け
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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徳
島
や
ま
も
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
大
会
委
員
長
　
粟
田
　
勝

粟田大会委員長挨拶感謝状贈呈式典風景芝刈り機贈呈

　
2
0
2
4
年
11
月
4
日
、
高
知
市
・
三
翠
園
に

お
い
て
高
知
桂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

結
成
60
周

年
記
念
特
別
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ

は
結
成
か
ら
50
周
年
ま
で
は
5
年
ご
と
に
周
年
記

念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
50
周

年
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
趣
向
を
変
え
て
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
特
別
記
念
例
会
に
と
い
う
観
点
か
ら
、

こ
の
度
、
還
暦
の
節
目
に
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

姉
妹
ク
ラ
ブ
の
京
都
桂
Ｌ
Ｃ
、
網
走
桂
Ｌ
Ｃ
、
高

知
県
下
の
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
、
ま
ん
が
甲
子
園
関

係
の
方
々
、
高
知
少
年
少
女
合
唱
団
の
団
員
さ
ん

に
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
例
会
は
粛
々
と
進

み
、
例
会
と
祝
宴
の
間
に
披
露
し
て
頂
い
た
高
知

少
年
少
女
合
唱
団
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
心
洗

わ
れ
る
歌
声
に
会
場
は
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
の
祝
宴
で
は
ジ
ャ
ズ

の
生
演
奏
や
高
知
の
文
化
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り

の
正
調
節
を
ビ
ジ
タ
ー
の
方
々
を
交
え
て
踊
っ
た

り
と
終
始
楽
し
い
祝
宴
と
な
り
盛
会
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
60
周
年
記
念
メ
イ
ン
事
業
は

平
成
元
年
11
月
、
結
成
25
周
年
記
念
事
業
で
高

知
市
に
寄
贈
し
た
高
知
市
中
央
公
園
の
「
噴
水

く
じ
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の
補
修
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
「
ま
ん
が
甲
子

園
」「
高
知
少
年
少
女
合
唱
団
」
へ
例
年
に
プ
ラ

ス
し
て
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
結
成
60
年
の
歴
史
を

大
切
に
、
さ
ら
に
75
年
、

1
0
0
年
に
向
か
っ
て
着

実
に
活
動
し
て
い
こ
う
と

あ
ら
た
め
て
結
束
を
深
め

た
特
別
例
会
に
な
り
ま
し

た
。

Anniversary

高知桂ライオンズクラブ
結成６０周年記念特別例会

Anniversary

徳島やまももライオンズクラブ
結成15周年記念式典

60th

15th

周年記念式典
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昨
年
11
月
24
日
、
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
30
周
年
記
念
大
会
お
よ
び
記

念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
向 

和
人
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
関
係
御
来

賓
、
又
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
そ
し
て
遠
路

よ
り
姉
妹
提
携
ク
ラ
ブ
の
「
神
戸
の
じ
ぎ
く
ｍ
ｕ

ｓ
ｅ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
ご
臨
席
を
賜
り
会

員
一
同
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
今
回
の
周
年
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
私
達
と
一
緒

に
活
動
し
て
下
さ
っ
た
歴
代
会
長
、
会
員
様
に
お

声
が
け
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
20
数
名
の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
事
、
私
達
も
久
し
ぶ
り
に

旧
交
を
温
め
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
徳
島
駅
前
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
象
の
徳
島
の
23
ヵ
所
の
札
所
の

案
内
板
を
英
語
表
記
で
作
成
し
、
徳
島
市
に
寄
贈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
能
登
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
等
、
青
少
年
、
保
健
福
祉
関
係
で
の

そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
事
業
を
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
と
共

に
地
域
に
密
着
し
た
、
必
要
と
さ
れ
る
奉
仕
活

動
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の「
Ｗ
ｅ 

ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」

（
我
々
は
奉
仕
す
る
）
と
い
う
理
念
が
単
な
る
言

葉
で
な
く
奉
仕
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展
し

地
域
社
会
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
続

け
る
よ
う
、
徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員

一
同
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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徳
島
藍
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
令
和
６
年
12
月
14
日
（
土
）
オ
デ
オ
ン
座
（
脇
町
劇
場
）
に
て
、
県
内
外
か

ら
１
１
０
名
程
の
方
々
に
ご
出
席
賜
り
、
脇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
60
周
年

記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
式
典
会
場
の
オ
デ
オ
ン
座
は
、
昭
和
９
年
創
建
の
芝
居
小
屋
で
美
馬
市
指
定

有
形
文
化
財
で
す
。
建
物
全
体
に
昭
和
初
期
の
香
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
会
場
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
、「
三
味
線
敦
の
会
」
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
開
会
宣
言
、
開
会
ゴ
ン
グ
に
始
ま
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
阿

波
池
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
60
周
年
記
念
事
業
を
発
表

し
ま
し
た
。（
美
馬
警
察
署
に
交
通
安
全
等
を
呼
び
か

け
る
啓
発
用
懸
垂
幕
５
枚
寄
贈
）

　
そ
の
後
、
地
元
美
馬
市
長
、
つ
る
ぎ
町
長
、
石
井
淑

雄
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
さ
な
地
方
都
市
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
和
気
あ
い
あ

い
の
式
典
に
な
っ
た
と
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
祝
宴
は
会
場
を
替
え
、
吉
野
川
を
渡
り
車
で
15
分
程

移
動
し
た
美
馬
市
内
を
一
望
で
き
る
小
高
い
丘
に
建
つ

清
月
屋
敷
で
行
い
ま
し
た
。

　
祝
宴
は
、
地
元
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
ゆ
り
り
」
の
「
ラ

イ
オ
ン
ズ
ヒ
ム
」
の
歌
か
ら
賑
や
か
に
始
め
ま
し
た
。

ご
挨
拶
は
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
洲
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
淡
路
）、
静
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
北
海
道
）
の
会

長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
洲
本
・
静
内
両
ク
ラ
ブ
は
、

江
戸
時
代
初
期
、
脇
城
主
で
あ
っ
た
阿
波
藩
第
一
家
老

稲
田
氏
と
そ
の
家
臣
団
を
通
し
て
の
ご
縁
で
す
。
高
知

か
ら
は
友
好
ク
ラ
ブ
の
南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

方
々
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
少
々
手
狭
な
祝
宴
会
場
で
し
た
が
、
ご
出
席
い
た
だ

い
た
方
々
と
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
。

　
60
周
年
事
業
を
終
え
て
強
く
感
じ
る
こ
と
は
、「
現

在
の
脇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
つ
な
が
る
先
人
の
活

躍
」
と
「
式
典
・
祝
宴
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
々
と

の
絆
」
の
あ
り
が
た
さ
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
脇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

合
言
葉
「
和
気
あ
い
あ
い
」
と
「
W
e　
S
e
r
v
e
」

を
胸
に
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Anniversary

Anniversary

徳島藍ライオンズクラブ
結成3０周年記念式典

脇ライオンズクラブ
結成6０周年記念式典
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脇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
大
舘
　
一
也

30th

60th

周年記念式典
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336-A地区YCE・国際関係
ライオンズレオ委員会

委員長　泉川 道広

2024－2025 ライオンズ国際協会336-Ａ・B地区

　1月15日から1月17日までの2泊3日の期間、YCE
冬期キャンプを岡山県新見市にある「千屋温泉い
ぶきの里」で行いました。岡山駅まで出迎えた
YCE来日生（台湾の学生9名）と受け入れ側として
岡山東国際レオクラブ（ノートルダム清心女子大）2
名、岡山西ライオンズクラブの小川さんの娘さん
（就実大生）の3名が参加され、大変な活躍をして
頂きました。

　岡山駅からはバスで「いぶきの里」に向かい、途中
からの雪景色にざわざわしながら到着しました。到着
後はすぐに開村式です。小銭MD336YCE委員長の
開村宣言から始まり、石井淑雄A地区ガバナー、上原
正樹B地区ガバナーの歓迎挨拶があり、来日生の自己
紹介、地区学生の紹介と進み、3日間のキャンプスケ
ジュール説明後にバナー交換、記念品が来日生に
贈られ無事開村式が終了しました。
　スキー教室をスムーズに行うために簡単な説明の
後、スキーセットのレンタルに向かいました。廻りの雪
が珍しいのか一緒に雪だるまを作ったり、雪玉を作り
雪合戦のような遊びをして次第に打ち解けている様
子がうかがえました。
　夕食後は備中神楽を楽しみ、夜遅くまでみんなで
ゲームをして学生たちそれぞれが交流を深め国際
交流をしていました。

　2日目にはいよいよスキー教室が開かれました。イン
ストラクターは小川さんと上原B地区ガバナーが手配
して頂いたスキー指導員のお二人にて学生たちの
指導をして頂きました。

2025年1月15日（水）～1月17日（金）
in　いぶきの里YCE

冬期キャンプレポート

YCE冬期キャンプレポート
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　夕食後は備中神楽を楽しみ、夜遅くまでみんなで
ゲームをして学生たちそれぞれが交流を深め国際
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　午前中は何度も転び、また転んだ人を助けながら
ゲレンデを滑りましたが、午後になるとスキーに慣れた
のか積極的にリフトに乗って上に行きスキーを楽しん
でいました。集合の掛け声をかけても楽しいのでなか
なか集まりません。集まった人はすぐに雪玉を作り遊
んでいました。時間があればもっともっとみんなと一緒
に遊んでいたいという感じでした。
　夜の食事の後は、それぞれのトレーナーにお互い
がサイン交換をしたりして交流を深めていましたが、ス
キーで疲れたのか早めに眠りについたようです。

　3日目最終日ですが、来日生の殆どの人がスノー
ボードを希望し、スキー場の指導員に初めからの指導
を受け、前日と同じように何度も転びながらもスノー
ボードを楽しんでいました。スキーの人は前日からかな
り滑れるようになった為か時間いっぱい楽しそうに
滑っていました。
　レンタルスキー等の返却処理をして宿泊先で食事
を済ませた後は閉村式です。小銭MD336YCE委員
長の挨拶があり、3日間の予定を無事に終えYCE生
の交流が出来たことのお礼が述べられました。YCE

生の代表、レオクラブ学生の代表がそれぞれ挨拶、
感想を述べました。最後に泉川336-A地区YCE委員
長が閉村宣言を行い、336地区合同でのYCE冬期
キャンプを終え岡山までの帰路につきました。岡山駅
へはホストファミリーがお迎えに来ていて、それぞれが
別れを惜しみながら連絡先の交換をして、またの再会
を約束していました。
　今回のキャンプではいろいろな方々のお世話もあり
和やかなキャンプを行う事ができ、また委員会同士の
今後の交流の中で夏のキャンプの向かって行く確認
が出来ました。キャンプ数日後の帰国時のお見送りに
行った時、来日生の輝きのある目と嬉しさいっぱいの
笑顔を見て、ほっとしたと同時
にお世話を通してこちらも得る
ものが多くあったと思います。
　今回、受け入れして頂いた
ホストファミリーの皆様、又、
キャンプのお世話に携わられ
た全ての皆様に感謝します。

文：336-A地区YCE・国際関係・ライオンズレオ
　　　　　副委員長　中西 裕三

YCE冬期キャンプレポート
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　午前中は何度も転び、また転んだ人を助けながら
ゲレンデを滑りましたが、午後になるとスキーに慣れた
のか積極的にリフトに乗って上に行きスキーを楽しん
でいました。集合の掛け声をかけても楽しいのでなか
なか集まりません。集まった人はすぐに雪玉を作り遊
んでいました。時間があればもっともっとみんなと一緒
に遊んでいたいという感じでした。
　夜の食事の後は、それぞれのトレーナーにお互い
がサイン交換をしたりして交流を深めていましたが、ス
キーで疲れたのか早めに眠りについたようです。

　3日目最終日ですが、来日生の殆どの人がスノー
ボードを希望し、スキー場の指導員に初めからの指導
を受け、前日と同じように何度も転びながらもスノー
ボードを楽しんでいました。スキーの人は前日からかな
り滑れるようになった為か時間いっぱい楽しそうに
滑っていました。
　レンタルスキー等の返却処理をして宿泊先で食事
を済ませた後は閉村式です。小銭MD336YCE委員
長の挨拶があり、3日間の予定を無事に終えYCE生
の交流が出来たことのお礼が述べられました。YCE

生の代表、レオクラブ学生の代表がそれぞれ挨拶、
感想を述べました。最後に泉川336-A地区YCE委員
長が閉村宣言を行い、336地区合同でのYCE冬期
キャンプを終え岡山までの帰路につきました。岡山駅
へはホストファミリーがお迎えに来ていて、それぞれが
別れを惜しみながら連絡先の交換をして、またの再会
を約束していました。
　今回のキャンプではいろいろな方々のお世話もあり
和やかなキャンプを行う事ができ、また委員会同士の
今後の交流の中で夏のキャンプの向かって行く確認
が出来ました。キャンプ数日後の帰国時のお見送りに
行った時、来日生の輝きのある目と嬉しさいっぱいの
笑顔を見て、ほっとしたと同時
にお世話を通してこちらも得る
ものが多くあったと思います。
　今回、受け入れして頂いた
ホストファミリーの皆様、又、
キャンプのお世話に携わられ
た全ての皆様に感謝します。

文：336-A地区YCE・国際関係・ライオンズレオ
　　　　　副委員長　中西 裕三

2024年度 YCE冬期キャンプ行程表

【第1日目】
1月15日（水）

10:45 JR岡山駅集合（2階中央改札口出て東西連絡通路西側付近）
11：00 JR岡山駅西口駐車場より出発（吉備交通45人乗り大型バス手配）

吉備交通㈱　岡山市南区松浜町15－16　TEL 086－264－4141
※車中にて自己紹介、ならびに部屋割、旅程等を案内

13:00 新見市内にて昼食（場所未定）
14:45 いぶきの里へ到着　チェックイン作業、荷物移動
15:00 スキーレンタル品サイズ合わせ　ブーツ、スキー等
17:30 開村式　宿泊棟1階会議室にて開催　式次第は別途作成
18：30 夕食（備中神楽等を鑑賞しながら関係者一同大広間にて）

20：00 記念撮影、夕食終了、全体ミーティング、入浴、自由時間
㊟入浴可能時間　6：00～8：30　11：00～22：00

22：00 消灯

【第2日目】
1月16日（木）

7：30 起床
8：00 朝食（いぶきの里）
8：50 フロント集合（スキーウエアで）
9：00 班分け、スキー教室①

12:00 昼食（スキー場レストランにて名物ソースカツ丼）
13：00 スキー教室②、（希望者は自由滑走）

15：30 スキー教室終了、希望者は釣り堀りへ移動
ヤマメ釣り、塩焼き、自由解散

18：30 夕食（いぶきの里温泉レストランにて）
20：00 全体ミーティング、学生は自主企画レクレーション、入浴
22：00 消灯

【第3日目】
1月17日（金）

7：30 起床
8：00 朝食、食後自由時間

班別行動：スキー希望者ゲレンデへ（リフト代は実費で）
　　　　　ヤマメ釣り希望者は釣堀りへ（釣り代は実費で）
　　　　　室内レクレーション希望者は研修室へ

12：00 昼食（いぶきの里）
12：40 感想文、自由時間
13：15 閉村式（式次第は別途作成）
14：00 出発、バス移動

16：00 岡山駅着　解散（2階中央改札口、外の東西連絡通路、西側付近）
各準地区よりホストファミリー迎えにより各準地区へ帰途

YCE冬期キャンプレポート
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ン
テ
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ト
審
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結
果

2024年～2025年度

松山市立南中学校2年　武知 結菜
戦争をせず、世界の人達が協力し合い、1つの地球を守っていきたい。

336-A地区

3
3
6-
A
地
区

  
最
優
秀
賞

1Ｒ-2Ｚ 松山湯築ライオンズクラブ

地区ガバナー賞

今治市立南中学校2年
別府 恋桜

西条市立西条東中学校1年
矢野 月路

青
少
年
・
L
C
I
F
・

　ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長
賞

2Ｒ-4Ｚ 西条石鎚ライオンズクラブ

坂出市教育長賞

黒潮町立大方中学校1年
植田 めい

6Ｒ-3Ｚ 大方ライオンズクラブ
徳島市立城西中学校1年

上本 青衣
8Ｒ-2Ｚ 徳島城山ライオンズクラブ

M
・
地
区
誌
・

　D
i
g
i
t
a
l
委
員
長
賞

北島町立北島中学校1年
大川 琉煌

9Ｒ-1Ｚ 北島ライオンズクラブ

今治市立日吉中学校1年
藤﨑 彩やか

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
賞

2Ｒ-2Ｚ 今治東ライオンズクラブ

高知大学教育学部附属小学校6年
林 優芽

6Ｒ-1Ｚ 高知北ライオンズクラブ

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
賞

東山魁夷
せとうち美術館長賞

（敬称略）

2Ｒ-2Ｚ 今治中央ライオンズクラブ

国際平和ポスターコンテスト
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2Ｒ-2Ｚ 今治中央ライオンズクラブ

国際平和ポスターコンテスト

17



―クラブアクティビティの紹介（Part2）―

首藤　正道
〒790-0001 愛媛県松山市一番町4丁目1-11
 共栄興産一番町ビル５F
TEL:089-913-1631  FAX:089-934-3100
info@dogolions.jp
月～金　9：00～17：00

　私共、松山道後ライオンズは、結成以来青少年育成事業
に注力してきました。1964年の少年少女合唱団の前身《少
年合唱団》の設立から携わり、今年で60周年を迎えます。入
団式を終えると各種の
大会に向けて、夏季合
宿練習を行い入団した
ての幼い子に先輩が
色々なことを教え交流
を深め、結束を強めて
います。
　そして、私共と姉妹
提携をしています《大
分ライオンズ》を招い
てのナイト例会の開会
余興で素晴らしい歌声
を披露いただき、開演
にひと華を添えてくれ

松山道後ライオンズクラブ（1R-2Z）
会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

少年少女合唱団の支援及び
北条鹿島の清掃活動

支部名 所属 支部名 所属
1R 松山クラブ支部 松山北

6R
未来支部

高知
2R

新居浜ひうち 新居浜ひうち とさみずき支部
東予 東予

7R

高知あじさい 高知よさこい

4R

高松葵グランド
高松葵Ｌｉｅｎ
グランロッジ・シェル支部
グランロッジ・マルゴー支部

高松葵

高知りょうま 高知りょうま
高知南海 高知南
高知鏡川ＡＯＬ 高知鏡川

8R しらさぎ 徳島城山
9Ｒ 鴨島奈々友の会 鴨島

青少年育成支部 高松玉藻 【レオクラブ】
志度極誠

志度
レオクラブ名 スポンサー

志度心蓮華 2R 西条石鎚レオクラブ 西条石鎚
志度ツチヤ

4R
高松しらうめレオクラブ 高松フェニックス

ＫＤＣ
高松西

高校生ボランティアネットワーク 高松玉藻
ＫＦＣ

6R
高知レオクラブ 高知

5Ｒ
坂出白峰LC中央支部 坂出白峰 宿毛レオクラブ 宿毛
観音寺アーキ支部 観音寺 9R 北島レオクラブ 北島

■愛媛県　　　■香川県　　　■高知県　　　■徳島県　　※第３回地区キャビネット会議配布資料に基づき掲載

ます。その他に12月のクリスマス会・4月の定期演奏会そし
て一般の演奏会にと数多く活躍をしております。
　また、松山道後ライオンズがホストを務めて結成した《北
条ライオンズ》が、3年ほど前に解散されました。その地域
におきまして、アクティビティの一つとして『北条鹿島』の清
掃活動を毎年一度行っております。この北条鹿島は、野生
の鹿が生息する島で松山市民にとりましては、夏の納涼を
楽しむ場所でもあります。
　島は今、世界的にも問題視されています（海洋ごみ）が流
れ着いて浜辺や波止の周辺にはペットボトルや空き缶・買い
物袋などが驚くほどのゴミが回収されました。四国はもとよ
り日本は、きれいな海に囲まれていますが、その海には数多
くのナイロン系やペットボトルが流れています。それを魚が
食べていると思いますと怖い気持ちになります。写真のゴ
ミは、わずか一時間ほどで集めたものです。微力ながら続
けていくことが大切だと思います。

（写真は、今年の
10月５日ライオ
ンズ奉仕デイ活
動）

クラブ支部・レオクラブ現況表　(2025年1月31日現在)
【クラブ支部】

夏合宿の様子

クラブアクティビティの紹介
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　2024年3月17日に、『We Love 石手川2024』と『消防
･救急車展示と防災体験』を開催いたしました。当クラブは、
結成当初からの基本理念であ
ります「人と自然との共生」の
もと、松山の地をイメージさせ
る白鷺を自然のシンボルとした

「白鷺の住めるまちづくり」を
提唱しており、毎年松山中央公
園北側の河川敷周辺を舞台に
清掃活動とアラート事業をおこ
なっております。
　前日までの天気予報では、雨
が降るという中、当日の朝には、
雨は降っていない状態だったの
で、開催するかどうかギリギリまで悩みましたが、予定どおり
開催することにしました。天候に不安がありながらも、国土
交通省四国地方整備局 松山河川国道事務所・愛媛県・松山
市・各企業団体・ボーイスカウト・ガールスカウト・一般ボラン
ティアなどの皆さんを合わせて､総勢854名のご参加をい
ただきました。結果的に、清掃活動終盤に小雨が降ってくる
状態となりましたが、それでもボランティアの皆さんが、そ
れぞれ割り当てられた場所で、1時間程度、雨とも汗ともつ
かない中で、清掃活動をおこないました。
　また、今回は当クラブとしては初めて、LCIFクラブシェア
リングを活用しました。清掃活動後に、昼食としてボランティ
アの皆さんにハンバーガーを提供するために活用しました。
中でも、美味しそうにハンバーガーを頬張る子どもたちの姿
がとても印象的でした。
　清掃活動に引き続き、松山市消防局にご協力いただきア
ラート事業として、水消火器体験・煙体験ハウス・緊急車両展
示などさまざまな防災体験をおこないました。

松山白鷺ライオンズクラブ（1R-3Z）
桑村　達也
〒790-0001 愛媛県松山市一番町4丁目1-11
 共栄興産一番町ビル５F
TEL:089-913-1637  FAX:089-934-3100
m.shirasagilc@336-a.org
火～金　9：00～16：30

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

We Love 石手川 2024（河川敷大規模清掃）
環境保全・アラート委員会 委員長　田之内 貴志

髙橋　利至
〒790-0001 愛媛県松山市一番町4丁目1-11
 共栄興産一番町ビル５F
TEL:089-913-1636  FAX:089-934-3100
info@kinki-lions.com
平日　9：00～17：00

　2023年4月16日に新事業として開催しました「保護いぬ
保護ねこ大譲渡会」は、継続事業として2024年4月14日に
第2回目も大盛況のうちに開催をすることができました。今
年度も5月4日に「堀之内城の内公園触れ合い広場」にて開
催を予定しております。
　公園での開催のため、一番の心配は当日の天気でしたが、
おかげさまで両日ともに天気に恵まれまして、2年目は前年
を上回る約1万人の来場者をお迎えし、盛大に行われました。
　愛媛県内の保護団体10団体を中心に、キッチンカー20
業者、マルシェ70数店が集結し、わんわん大サーカス、シャ
ボン玉たまちゃんパフォーマンスに加え、動物病院の出張参
加、キャンピングカーやBMW・miniの展示などの企画でイ
ベントが実施され
ました。
　大人から子ども
まで楽しい時間の
中で「保護いぬ保護
ねこ」と触れ合う事
で、「動物の殺処分
削減」の助けになっ
たアクティビティと
なりました。

保護団体成果としましては
　・犬のトライアル：10件、検討：1件
　・猫のトライアル：  3件、検討：7件
と通常の活動では得られない成果が出ていたようで、「来年
も是非お願いいたします。」と言う意見を多く頂きました。
　来場者からも、本活動に大きくご賛同頂きまして、たくさ
んのご寄付を頂く事が出来ました。
　子どもたちの歓声や大人たちの笑顔も多く、来場者の方
達にとっても素晴らしい活動が出来たのではないかと感じ
ています。

松山金亀ライオンズクラブ（1R-3Z）
会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

「保護いぬ保護ねこ」大譲渡会を開催！
松山金亀LC PR委員長　川端 弘德

クラブアクティビティの紹介
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田中　秀彦
〒794-0042 愛媛県今治市旭町3-2-3 2F
TEL:0898-32-3350  FAX:0898-22-9191
office@imabari-hlc.com
平日　9：00～17：00

　当クラブは、２００９年から主に地域の小中学校を対象とした薬
物乱用防止教室を実施しております。昨年までの１５年間で、実施
回数１７４回、対象人数２０，７８２人を数えており、メインアクティビ
ティのひとつです。普段の授業の１コマをいただき、その時間内
でパワーポイントによる講義をおこない、クイズや寸劇を交える
ことで、少しでも印象に残る教室になるように努めております。
　特に好評をいただいているのが「寸劇」で、クラブ員だけでな
く児童、生徒たちや先生方にも参加してもらいます。ガクラン、
白衣、警察官などの衣装を用意し、各々が好きな恰好をして出
演します。面白おかしく寸劇はおこなわれますが、あの手この手
で薬物を売ろうとする「売人」と、その売人の口車に乗らず断っ
て逃げる「子ども」という内容は一貫しており、児童や生徒の子
どもたちもよく理解してくれている様子です。
　小学校は参加児童全員分の受講修了証を用意し、講義の後
には児童の代表者に宣誓文の音読と署名をお願いしています。
教室の最後には「薬物乱用は、ダメ、ゼッタイ！」の掛け声をその
場の全員で３回コールし終了します。
　また、薬物乱用防止教室用のホームページを運用しています。
これは受講した児童や生徒たちがより薬物乱用防止についての
知識や理解を深められるようにとの思いと、現在の小中学校では
１人１人タブレットを支給されており、リーフレット等の紙媒体よ
り効果的で経済的ではないかとの考えでクラブ会員が麻薬・覚
せい剤乱用防止センターなどの資料を参考に作っています。
　今期も現在１５回の開催予定が組まれておりますので、クラ
ブ一丸となって活動してまいります。

今治東ライオンズクラブ（2R-2Z）
会 長
所 在 地
連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

薬物乱用防止教室
保健委員長　門田 健一

永井　健之
〒792-0007 愛媛県新居浜市前田町6-9
 リーガロイヤルホテル新居浜2F
TEL:0897-36-1400  FAX:0897-36-1144
hiuchi@jewel.ocn.ne.jp
平日　9：00~16：00

　新居浜ひうちライオンズクラブが毎年開催する小学生
バレーボール大会は、今年で29回目を迎えます。
　愛媛県内外から多くのチームが集まり、単なるスポーツ

（バレーボール）という競技や、子どもたちの技術の向上
だけでなく、「つなぐ」「支えあう」という競技を通して、仲間
との協力、勝敗に向き合う姿勢、関わってくださる方への
感謝、そして挑戦する心などを学べるという地域社会の青
少年・少女の育成を目的とした非常に重要な活動だと考え
ています。つまりは、健全な人格形成に大きな影響を与え、
将来的には地域社会や日本全体の発展に貢献する基盤と
なるのだと強く信じています。
　また、この意義はスポーツを通じた教育にあります。新居
浜市長や教育長からの祝辞を賜っているほどにまで成長し
たこの大会は、いかに地域にとって重要な役割を果たして
いる事を示していますし、子どもたちが目標を持ち、これか
ら努力することで自信を持ち、心身ともに成長する場を提
供するこの大会は、地域全体で支えるべき活動だと思いま
す。何より、指導者や応援する人々が一体となり、子どもた
ちを支える姿は、地域の絆（つながり）を強め、共通の目標
に向かい、決して諦めない強い精神を育みます。
　今後もこの大会が継続することで、さらに多くの子ども
たちが自己成長を目指し、将来に向けた夢や希望を持つこ
とに繋がればこれ以上嬉しいことはありません。
　このバレーボール大会が健全な青少年少女育成の意思
として、地域社会にとってなくてはならない存在であり、未
来を考える子どもたちにとっても大いなる目標とする「場」
であり続けてもらえるよう、
クラブメンバーが一丸とな
り盛り上げてまいります。

新居浜ひうちライオンズクラブ（2R-1Z）
会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

小学生バレーボール大会
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　直島ライオンズクラブは中学生との島内一周ゴミ拾いツ
アーを９月28日に行いました。この事業は24年前に島内の
美化活動と環境教育を目的に直島中学校で開始。生徒会が
主催し、年１回9月に開催されています。当メンバーもゴミ拾
いに協力。今回は会員９名、直島中学校の生徒と教員44名、
合計53人が参加しました。
　生徒たちは２日間かけて直島町全域でゴミ拾いを実施。
当メンバーは２日目に作業を手伝いました。
　生徒たちと当メンバーは宮之浦港に集合。３班に分かれ
各地でゴミを集めました。最後に中学校のグラウンドに生徒
が戻ってきたときには、どの班も袋いっぱいにゴミが詰まっ
ていました。観光客によるポイ捨ての多さに驚かされました
が、生徒たちが地域の為に一生懸命活動に取り組んだこと
が伝わってきました。
　最後に福本会長が挨拶。大谷選手がゴミ拾いを高校生の
時から継続しているというエピソードを紹介するなどして美
化活動の大切さを強調し、生徒たちも真剣な面持ちで聞い
ていました。生徒会長もスピーチし、直島の豊かな自然を守
る活動をこれからも継続することや、大好きな地域への貢
献を誓いました。
　生徒たちの地域愛や環境問題への意識を育む良い機会
であると改めて実感できました。来年度以降もこの活動に
協力していきます。

直島ライオンズクラブ（4R-2Z）
福本　満
〒761-3110 香川県香川郡直島町2249-22
 直島町商工会内
TEL:087-892-3393  FAX:087-892-3393
naoshima-lc@deluxe.ocn.ne.jp
平日　9：00～17：00

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

島内一周ゴミ拾いツアー

　クラブではここ数年、年に３回の献血を行っています。
　２回は市内大手スーパーの駐車場の一角をお借りして行
い、１回は愛媛県立西条高等学校文化祭の中で行っていま
す。
　今期は１０月５日（土）、高校文化祭11月13日（水）、令和７
年３月６日（木）に実施が予定されています。毎回献血車を２
台設置し、１回の献血で100名の400ml献血を目標にして
いますので毎回ノルマとの戦いです。ちなみに１０月５日は
１０１名の御協力をいただき安堵しています。献血センター
の方と目標を達成する為に、ラブラッド（献血予約アプリ）を
有効的に利用しています。クラブ関係の献血希望者には先
行予約制度を設け、希望の時間帯に予約をほぼ100％入れ
ることができるので当日に待たせる時間を少なくでき、喜
ばれています。また、次回行う献血日をお知らせしているの
で、西条LC協力の献血日に合わせて来て下さる方もいらっ
しゃいます。
　西条高校での献血は、生徒さんを対象とした献血を行い
ます。若年層への献血協力の必要性、重要性を働きかける
ことを目的としています。今年は更に薬物乱用防止教育に
ついても啓蒙活動を予定しています。
　献血はライオンズクラブ活動の中でも大変重要で必要な
アクティビティと捉えています。「 献 血は“いのちのリレー”
です。あなたの行動
が誰かの役に立って
います」をキャッチフ
レーズにこれからも
ノルマとの戦いに挑
んでいきます。

西条ライオンズクラブ（2R-4Z）
瀬川　寛清
〒793-0027 愛媛県西条市朔日市779-8
 西条商工会館内
TEL:0897-56-3980  FAX:0897-56-9251
saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp
月～金　10：00～17：00

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

献血運動
環境保全保健福祉委員会　村瀬 文隆
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永峰　優一
〒769-2102 香川県さぬき市鴨庄4374-23
TEL:087-894-0546  FAX:087-894-0607
shidolions@md.pikara.ne.jp

　２０１６年の第１２回を最後に中断していた「コスモス祭り」
を昨年に引き続き「第１４回コスモス祭り」として１１月３日
(日)に開催した。１２回までとは会場を変え、また栽培面積も
大幅に縮小(２．５ヘクタールから４０００㎡)しての開催ではあ
るが、かって志度ライオンズクラブと言えば「コスモス祭り」
と言われた往時を復活させようとの試みであった。
　この事業はさぬき市の「美しい花のまちづくり推進事業」
を利用し「明るいまちづくり花いっぱい運動」に協力しよう
と、２００５年秋から始めたものである。
　今回は会場をＪＲ造田駅前に変更して、更にバージョンアッ
プしての開催を目指した。７月から地権者等との借地の話し
合いを始め、８月草刈り、耕うん、９月種まき、協賛企業依頼、
出演者依頼、出店者依頼、
１０月案内チラシ配布、新
聞折り込み等１１月３日(日)
開催に向けてコスモスの
遅い成長を横目に準備を
進めた。
　当日は前日の大雨から
打って変わって好天に恵まれ、１０時からの開会式には来賓と
して大山茂樹さぬき市長にもご来場いただき、カラオケ大会
を皮切りに、バンド演奏、キッズダンス、よさこい演舞が披露
された。並行して行われた献血、キッチンカー、バザー等にも
多数のご協力をいただいた。
　しかし、残念なことは、主役のコスモスが９月１日(日)の種
まき予定が台風の影響で９月１１日(水)に延期となり、その
後雨が降らず発芽が大幅に遅れたため、当日の開花状況は

「咲き初め」だったことである。反面「コスモス祭り」終了後、
１２月初旬まで「摘み取り自由」の花が地域の方々を始め、道
行く方々を長く楽しませ続
けた。
　「第１５回コスモス祭り」
は当日に満開のコスモス
を鑑賞いただけるよう早
めの種まきに努めたい。

志度ライオンズクラブ（4R-3Z）
会 長
所 在 地
連 絡 先
E - m a i l

第１４回 コスモス祭りを開催

武田　多喜男
〒761-0121 香川県高松市牟礼町牟礼2388-1
 井上ビル1階
TEL:087-880-5152  FAX:087-880-5163
genpeilc@mb.pikara.ne.jp
月～金　9：30～12：30

　高松源平ライオンズクラブでおこなっているありがとうは
がき事業は、毎年高松市内の小学校２校、約400名の生徒さ
んを対象に、感謝の気持ちを言葉にして伝えることの大切
さを学ぶことを目的とした取り組みです。
　この活動を通じて、日頃はなかなか伝えることのできない
感謝の思いを形にすることで、先生と生徒とのコミュニケー
ションを深める機会が生まれます。このはがきのキャッチ
ボールによって、生徒と先生の間に温かい交流が生まれ、互
いを思いやる心や感謝の気持ちがさらに育まれることが期
待されます。
　「ありがとう」という言葉は、単なる挨拶や礼儀として使われ
るだけでなく相手への敬意や思いやりを伝える力を持ってい
ます。この事業では、生徒たちがその意味を深く理解し、感謝
を伝えることの大切さを学ぶことができます。普段の学校生
活では気づきにくい「ありがとう」の瞬間に目を向け、自分の
成長を支えてくれる周囲の人々への感謝を意識することで、
生徒一人ひとりの人間的な成長にもつながります。
　また、デジタル化が進む現代において、手書きのメッセー
ジが持つ温かみや特別感を再認識する機会にもなります。
受け取ったハガキを手に取ったときの喜びは、メールなどで
は得られない独特の感動をもたらすでしょう。毎年、生徒さ
んが送ったはがきを審査している自分たちまで心がじんわ
りと温かい気持ちに包まれます。今後も感謝の輪を広げて
いく活動として続けていきたいと考えています。

高松源平ライオンズクラブ（4R-2Z）
会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

ありがとうはがき事業
高松源平ライオンズクラブ Ｍ委員会 委員長　池添 淳
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　善通寺ライオンズクラブは、令和6年2月に第37回目の
市民ふれあいフェスティバルを開催いたしました。この市民
ふれあいフェスティバルは、善通寺ライオンズクラブの最大
のイベントでありクラブ主催で開催しております。中学生ボ
ランティア、善通寺市教育委員会、善通寺市消防本部、鳥取
県江府町役場協力のもと、善通寺市役所広場にて開催して
おります。
　開催内容としましては、鳥取県より運んだ雪で作成しまし
た雪の滑り台、的あてゲーム、厚生バザー、キッチンカー、
フードドライブ、善通寺市教育委員会協賛による懐かしの映
画上映等、毎年メンバーで試行錯誤しながら力を合わせて
事業を行っております。
　善通寺市役所では今年で2回目の開催となりますが、開
始時間前より大勢のお客様が来場され、特に雪の滑り台は
長蛇の列で子どもたちに大変喜ばれております。小さいお
子様からお年寄りまで楽しんでいただけるイベントとなって
おります。
　コロナ禍の2021年、2022年の2年間は感染防止のため
イベントを中止しておりましたが、2023年からは開催場所
を善通寺市役所に変え、雪の滑り台の土台を新調しての開
催となり、さらに大勢のお客様で賑わっております。
　今後も私たち善通寺ライオンズクラブは、子どもたちの
笑顔のため、市民の皆様とのふれあいを大切に、この事業を
続ける所存でございます。

善通寺ライオンズクラブ（5R-2Z）
西宇　宏文
〒765-0013 香川県善通寺市文京町3丁目3-3
TEL:0877-62-2142  FAX:0877-63-5093
mail.master.zen.lc@gmail.com
平日　9：00～15：00

会 長
所 在 地
連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

市民ふれあいフェスティバル

髙松　和範
〒761-0611 香川県木田郡三木町田中2708-8
TEL:087-898-5800  FAX:087-891-0080
mikisanukilions@kind.ocn.ne.jp
平日　9：00～12：30

　三木町では賑わいづくりの一環として、三木町の中心地
で毎年１０月の第４土曜日に「三木まんで願。」（三木町の祭
り）を開催しています。
　琴平長尾線学園通り駅に隣接した会場でアクセスが良く、
また宣伝リーフレットの効果もあり、三木町民はもちろん、
高松市、さぬき市など近隣地区の住民も参加して、毎年２万
人以上の人出で賑わいます。特に獅子の里三木町自慢の大
獅子の舞は大変人気があります。
　わが三木さぬきライオンズクラブは、事業資金獲得や地域
住民との交流のため、
第１回から出店を続け
ています。わがクラブ
の出品商品は、会員が
提供する野菜、加工食
品、農機具などが中心
です。中でもさつま芋の加工品の焼き芋、芋スティックフラ
イは大変人気商品で直ぐ売り切れてしまいます。そのさつ
ま芋は会員の畑で苗の植え付けや収穫をしており、加工も
会員総出で協力し、楽しく和気あいあいとした雰囲気の中
で行い、毎年事業資金を増やしています。
　今年の第１３回「三木
まんで願。」は、町制７０
周年記念事業の一環と
して開催されます。良
かったら４Ｒ、５Ｒの会員
の皆様も是非お越しく
ださい。お待ちしてい
ます。

※「まんで願」とは全部
という意味の香川県の
方言です。この祭りを
通して三木町を元気に
したいという願いが込
められている。

三木さぬきライオンズクラブ（4R-3Z）
会 長
所 在 地
連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

「三木まんで願。」
三木さぬきライオンズクラブ会員委員長　鴨井 俊徳
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　私たち四万十ライオンズクラブは、毎年「英語弁論大会」
を開催しています。本年で開催25回目の節目を迎えます。
開催の目的は、教科書で習う英語にとどまらず、社会で通用
する活きた英語を習得してもらうことです。
　英語弁論大会には、幡多郡内の中高校生がエントリーを
しています。生徒自らが考え自分の伝えたいことを英語にし
て、演台に立ち堂々とスピーチをする姿は圧巻です。本大会
に向けて、自分と向き合い多くの練習を積み重ねてきた成果
がひしひしと伝わってきます。
　審査員には、ALTの
方々や西部教育事務所
の先生をお招きして厳
選な審査に努めていま
す。生徒たちの熱意ある
スピーチには、会場一帯
が魅了されます。目頭を
熱くしながら見守る保
護者の方々の姿も印象的です。時折、言葉につまりながらも
身振り手振りを交えながら、果敢にチャレンジする姿は私た
ちの心に深く刻まれます。英語力は、自分の考えをより多く
の方に伝える術であり、様々な異文化や価値観に触れること
ができます。グローバルな社会を生き抜くための術になるこ
とでしょう。
　英語弁論大会を通じて、今後も学生の皆さんが、広い世界
へ関心をもち羽ばたくための一助となることを心から願って
います。

四万十ライオンズクラブ（6R-3Z）
安岡　謙二
〒787-0029 高知県四万十市中村小姓町46
 中村商工会館2F
TEL:0880-34-3622  FAX:0880-34-3631
shimanto.lc@gmail.com
月～金　9：00～17：00

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

四万十ライオンズクラブ英語弁論大会
M・地区誌・Digital委員会 委員長　清水 明子

英語スピーチ

表彰式 保護者

集合写真

谷相　恒行
〒780-0862 高知県高知市鷹匠町1-1-2
 佐竹ビル2F
TEL:080-8636-7490  FAX:088-875-7121
kochi-l@hyper.ocn.ne.jp
平日　9：00～17：00

高知ライオンズクラブ（6R-1Z）
会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

シネコン映画鑑賞会
高知LC結成60周年記念事業担当　都築 定宜

　今から８年前、高知LC結成60周年記念行事の一つとして、
スペシャルオリンピックスの高知県事務所立ち上げに資金協
力を致しました。同時に知的障碍児とそのご家族をお招きし、
高知LC会員や家族と一緒にディズニーランドに旅行したり、
高知LC会員や家族も参加したボウリング大会を開いたり、
TOHOシネマズ高知で「シネコン映画鑑賞会」も開催いたし
ました。
　「シネコン映画鑑賞会」は知的障
碍児とそのご家族の他に、重度身
体障碍者施設の方々も寝台車や
車椅子でご参加いただき、緊急時
の為の医師や看護師の立ち合い
の下で開催されました。我々も全
会員参加で緊張してサポートした
ことを思い出します。この時は２館を借り切りアニメとＳＦ映
画に分けてご希望の映画で楽しんで頂き、想像を絶する多く
の感謝の手紙を頂いたことを記憶しています。
　それ以来、高知LCは「シネコン映画鑑賞会」を継続事業と
して毎年開催し、今日に至っています。さすがに２回目以降は
医師や看護師の確保が難しいので、知的障碍児のみに絞って
開催しています。知的障碍児の方は突然に奇声を発したり、
暗い映画館を怖がって泣いたりすることがあって、周りへの
気兼ねもあり映画館に連れて行くことができないとご家族か
らお聞きし、気兼ねなく仲間達と一緒に映画鑑賞できる喜び
があることを知り、今後とも重要なアクティビティの一つとし
て、取り組んでいきたいと考えています。

クラブアクティビティの紹介
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　８月１０日、１１日と２日間、絶好の天気に恵まれた中、５年ぶり
によさこい祭りに参加しました。
　今回、初めてよさこい祭りの代表を務めることになり、移動
手段、踊り子の募集、踊りのルート等、問題が山積みでどうなる
ことかと思いましたが、「龍馬連」としての参加が１８回目とのこ
とで、諸先輩方の助言、またよさこい祭り実行委員会のスタッフ
に助けられ、何とか参加に漕ぎ着けることが出来ました。
　今回は、踊り子の募集時期が遅れた為、人数が集まるか心配
していましたが、県外からの参加者を含め、下は４才から上は
７１才まで、老若男女総勢約６０名の踊り子さんに参加して頂き
ました。酷暑と呼ぶに相応しい中、１０日は５会場、１１日は６会場
の競演場、演舞場を回ることができ、元気に踊る皆さんにつら
れ、スタッフの立場を忘れ私自身も踊ってしまうほど、あっとい
う間の楽しい２日間となりました。
　踊り自体は楽しいものでしたが、移動手段等で反省する点も
多々あり、その反省を今後に活かし、より一層皆様に楽しんで
頂けるアクティビティにしたいと思っております。
　最後になりますが、地方車への協賛広告、うちわ広告、差し
入れ等多くの企業様や関係者
の方々にご協力、ご声援を頂
きました。また、地方車の運転
やうちわ配り、ボーカルや音響
担当等、裏方のスタッフの方々
にも助けて頂きました。高知
りょうまライオンズクラブを代表して、心から感謝申し上げま
す。ありがとうございました。
　来年以降も「龍馬連」として参加する際には、ご支援、ご協力
を賜りますようよろしくお願い致します。【本場高知のよさこい
祭り】をぜひ体験しに来てください。会員一同心よりお待ちし
ております。

高知りょうまライオンズクラブ（7R-3Z）
吉川　迅都
〒780-0816 高知県高知市南宝永町4-2
 高知プリンスホテル 809号室
TEL:090-5140-4718  FAX:088-882-3650
ryomalc@yahoo.co.jp
月・火・木・金　10：00～17：00

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

令和６年 第７１回よさこい祭り
高知りょうまライオンズクラブ「龍馬連」踊り子隊隊長　徳廣 貴亮

　当クラブでは、毎年秋にカラオケ大会を開催しておりま
す。今回で4回目、11月10日開催です。場所は、弁天座。歌
舞伎公演等行われる、由緒ある会場をお借りし音響、照明に
もこだわって会場作りをしております。
　当日は、地元の皆さんとの交流も兼ね、
飲食販売にも力を入れており、会場でのお
楽しみ抽選会も時間帯を変えて2回おこ
なっており、来場下さった皆様に、少しでも
お楽しみ頂けるよう、また、過疎化が進み
寂しくなった商店街に少しでも、たとえ1日
でも活気を取り戻したい気持ちでこのカラ
オケ大会をクラブ員一丸となって、開催し
ております。
　第1回目から2回目と順調に開催出来て
いた折、コロナという前代未聞の疫病が
大流行し第3回目の目処が立たなくなった
際には、もう、継続は無理かもしれないと
諦めそうになりつつ時期を待っていたとこ
ろ、昨年、5月にコロナが5類の扱いとなり、明るい兆しが見
えましたが、まだまだ、コロナは生活と切り離すことは困難
で密室で行われるカラオケ大会は、やっぱりまだ無理ではな
いかと会員の意見も分かれ、何度も何度もミーティングを
重ね9月の開催に踏み切りました。
　感染対策を万全に、お客様が触れそうな箇所は何度も除
菌し、マイクも何本か準備し歌い終わる事に除菌に努めまし
た。その環境を作るには、スタッフである会員が感染するリ
スクもあるという事態も念頭に入れながらも、地域の皆さ
んが楽しみにして下さっているという使命感のような気持
ちで開催しました。
　ご来場のお客様からは『いつやってくれるろうかと、待ち
よったよ』などのお言葉を頂戴し、開催に踏み切って本当に
良かったと感じることが出来ました。
　そして、徹底した感染対策の結果、スタッフの中でも誰一
人としてコロナ感染せず、出演者、来場者の中でも、その後
コロナ感染したという情報は無く、感染対策も正しくできた
ことも確認できました。このような形で、今回もまだまだコ
ロナ対策を怠らず、第4回目カラオケ大会に挑む所存です。
　こうして、当クラブはいろんな困難に直面しても、会員が
団結し話し合いを重ね、絆は深まっていると実感しておりま
す。地域の皆さんの笑顔が見たいからです。

土佐香南ライオンズクラブ（7R-1Z）
宮城　正樹
〒781-5310 高知県香南市赤岡町633-1
TEL:0887-55-4516  FAX:0887-55-4516
konan8r@alpha.ocn.ne.jp
月～金　9：00～13：00

会 長
所 在 地
連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

カラオケ大会開催について
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　２０２４年１０月６日、暦の上では秋でしたが、残暑厳しい日
曜日の午前８時より、徳島市郊外の勝浦川最下流に位置する
勝浦浜橋南詰河川敷グラウンド周辺の清掃奉仕を行いまし
た。クラブ結成以来、月例で徳島中央公園弁天池周辺での
清掃奉仕は行ってきましたが、この地での清掃奉仕は、３年
ぶりとなりました。
　表面的には、ゴミが散乱しているようには見えません。逆
に考えれば、表面的な部分は、大雨等により海洋流出してい
るのかもしれません。茂みに入っていくと大量のゴミが出る
わ出るわで・・・。橋の上から投げ捨てられた物、家庭から故意
に捨てに来られたであろう物、上流
からの漂着した物など、様々なゴミ
が出てきました。
　今後について、清掃奉仕だけで
はなく、多くの方々にゴミを捨て
ない思想啓発、環境意識の高揚も
図っていく事も重要かと考えます。

立道　健司
〒770-0942 徳島県徳島市昭和町3丁目35-1
 徳島県労働福祉会館7Ｆ
TEL:088-624-9922  FAX:088-624-9923
shiroyama@mist.ocn.ne.jp
月・火・木・金　13：00～17：00

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

徳島城山ライオンズクラブ（8R-2Z）

勝浦浜橋南詰 河川清掃奉仕及び、
子ども食堂支援 農園 収穫祭

　翌日１０月７日、徳島市万代町で活
動されているNPO法人クレエール
子ども食堂に現物支援として収穫し
たサツマイモと平松義孝前会長から
の阿波番茶を贈呈致しました。
　清掃及び収穫祭。普段と違うアク
ティビティで、メンバーの和も高まっ
たように感じています。

　同日10月６日、清掃奉仕後に平松義孝前会長の農園へ
移動し、子ども食堂支援の一環として、サツマイモの収穫を
行いました。太陽も高くなり、すっかり夏の様相でしたが、メ
ンバーで再び力を合わせて、ワイワイ言いながら楽しく良い
汗をかきました。立派に成長したサツマイモも多くコンテナ
２杯半以上の収穫高となりました。

　徳島すだちライオンズクラブでは２０１２年から毎年「阿波
踊り例会」を開催してきました。（途中、コロナ禍により３年間
中断）この例会は市内中心部に「無料休憩所」を設け、歩き
疲れた観光客や、踊り疲れた踊り子に休んでもらう場の提供
が目的です。
　同時に休憩所では飲食の販売もしています。この収益は
全額奉仕活動に還元しています。また、「トイレを貸してくだ
さい」・「どうぞこちらです」、「おしめを替えたいので場所を
貸してください」・「どうぞここ
をお使いください」こんな身近
な日常の瞬間を助けてあげら
れる…これは金銭とか労力と
は違った奉仕をしている、と実
感しました。
　一方で、あまり多くを稼げま
せん。それは「無料休憩所」が本来で、飲食販売は「おまけ」
だからです。そして素人の仕入れと加工にはロスもあり、短
期の商売で簡単に利益を挙げることはできません。その意
味では「汗を流さないと奉仕はできない」という現実も示さ
れています。しかし、別の光もあります、それは全員が力を
合わせて作りあげる奉仕にあります。この手作り感がもたら
すエネルギーはクラブ全体の連帯感を強くしています。
　４日間の激闘が終わると、みんなくたくたです。それでも
来年には、またメラメラと闘志が沸いてくることでしょう。
　あわせて、今年も多くのライオンが来てくれました。この

方々の売り上げも
また、LCIF寄付の
原資になっている
ことを付け加えま
す。ありがとうご
ざいました。

徳島すだちライオンズクラブ（8R-1Z）
瀬尾　剛史
〒771-1153 徳島県徳島市応神町吉成字長田
 103-4
TEL:088-660-5855  FAX:088-660-5855
sudachilc@mm.pikara.ne.jp
不定期

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

阿波踊り期間中に無料休憩所を設営

設営中

クラブアクティビティの紹介
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　３３６-Ａ地区９Ｒ２Ｚ、徳島藍ライオンズクラブは今期、
結成３０周年のメイン事業としてインバウンド対象「四国
八十八ヵ所徳島」お遍路英語版の看板を徳島駅前に設置し
て徳島市に寄贈しました。
　最近、徳島県を訪れる外国人の８割以上は「四国八十八か
所お遍路」を巡るためだと言われています。実際、徳島駅周
辺だけでなく田舎でも白衣に輪袈裟をつけ、菅笠をかぶり
金剛杖を持った、いわゆるお遍路スタイルで歩く多くの外国
人を見かけるようになりました。
　四国では数年前から「四国八十八ヵ所」を世界遺産に登録
する機運が高まり、336-A地区でもガバナーの提案で遍路
道やトイレの掃除などが数年前から行われていますが、残
念ながらその目標はまだ達成されていません。世界遺産に
登録されない理由の一つとしてインバウンドの外国人に分
かる看板やパンフレットの不足が挙げられています。今回の
看板は徳島県内の札所23ヵ所を英語で表記するだけでな
く、看板に貼ってあるQRコードを読み取ると各札所への行
き方や札所の由来なども分かるようになっています。
　また、外国語に堪能なガイドがいる、徳島駅前の徳島市広
域観光案内ステーションへの誘導も兼ねた看板になってい
ます。今までは分かりにくいと指摘を受けていた案内ステー
ションですが、この看板で解決されると思います。
　今回の事業が「四国八十八ヵ所」が世界遺産の登録に少し
でも役立つことを願っています。

徳島藍ライオンズクラブ（9R-2Z）
北島　カナエ
〒770-0843 徳島県徳島市両国本町2-17
 両国橋ビル 2階
TEL:088-602-0020  FAX:088-602-0021
ai1123@lc-tokushima.jp
月～金　9：00～16：00

会 長
所 在 地

連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

インバウンド対象お遍路さん「四国八十八ヵ所徳島」
英語表記案内板の設置

徳島藍ライオンズクラブ30周年事業部長　山畠 まゆみ

感謝状授与

除幕式設置風景

　鴨島ライオンズの「吉野川をより美しく！今日も頑張りま
しょう」吉野川南岸の、阿波中央橋下流700ｍ区間のアド
プト清掃が始まりました。
　広い河川敷ですので手分けをして清掃します。会員と共に
熱心にゴミを拾うメンバーのお子さん、尾田真澄さん（西麻
植小4年）。
　「小さいうちから奉仕活動にふれてほしい」と、お父さん

（会員）に誘われて2年前から参加しています。
　この日の収集はゴミ袋10袋程、「We Serve」の精神で今
日も地域に社会に奉仕する鴨島ライオンズクラブのみなさ
んです。
　アドプト清掃は、年間４回の計画で、清掃後は「青空例会」
として野外での例会を清掃することでよりすがすがしい気
分のなか実施しています。
　鴨島ライオンズクラブの
環境保全の一環の大切な
奉仕活動として、この取り
組みをいつまでも継続し
ていきたいと思います。

鴨島ライオンズクラブ（9R-2Z）
岡本　大介
〒776-0010 徳島県吉野川市鴨島町鴨島169-1
TEL:0883-24-5222  FAX:0883-22-1145
kam-lion@circus.ocn.ne.jp
平日　10：00～15：00

会 長
所 在 地
連 絡 先
E - m a i l
勤務日時

参加しよう！  アドプト・プログラム吉野川
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336-A地区会員現況

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
Z小計
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
Z小計
松山中央
松山南
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー
Z小計
R合計  
新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Z小計
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
Z小計
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
Z小計
西条
東予
伊予小松
西条石鎚
Z小計
R合計
大洲
宇和
内子
野村
Z小計
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
Z小計
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北
Z小計
R合計  

31
53
46
60
48

238
58
48
60
20
25
44
23

278
106
43
58
67
37

311
827
53
12
33
50

148
68
48
38
37

191
41
34
45
33
18

171
68
51
13
40

172
682
44
40
40
14

138
40
13
32
13
32

130
42
17
29
31

119
387

30
56
49
52
52

239
57
49
60
20
26
44
23

279
107
46
55
67
36

311
829
56
12
36
52

156
67
49
39
35

190
41
36
45
33
18

173
67
48
13
42

170
689
44
41
40
14

139
39
13
33
0

31
116
42
17
32
31

122
377

-1
3
3
-8
4
1
-1
1
0
0
1
0
0
1
1
3
-3
0
-1
0
2
3
0
3
2
8
-1
1
1
-2
-1
0
2
0
0
0
2
-1
-3
0
2
-2
7
0
1
0
0
1
-1
0
1

-13
-1

-14
0
0
3
0
3

-10

R Z

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

クラブ名 期首 1月末 増減
0
0

10
36
0

46
0
0

13
0
6
3
0

22
0
0
5
0
4
9

77
2
0
2
0
4
6
0
2
1
9
1
9

13
2
0

25
22
11
0

10
43
81
0

10
16
0

26
0
0
0
0
0
0
0
0
5
6

11
37

家族会員
31
44
24
45
19
22

185
57
46
23
22
30

178
33
29
82
25

169
25
35
29
61
21
25

196
728
92
37

133
21
57
33
29

402
39
40
57
38
43
15

232
634
89
56
41
33
53

272
23
48
24
16
19

130
44
36
15
20

115
517

29
46
22
46
18
22

183
57
62
22
22
31

194
32
30
80
25

167
25
34
25
58
20
25

187
731
88
33

132
21
53
38
29

394
44
40
56
39
44
17

240
634
86
55
42
34
46

263
25
46
25
16
18

130
44
33
15
20

112
505

-2
2
-2
1
-1
0
-2
0

16
-1
0
1

16
-1
1
-2
0
-2
0
-1
-4
-3
-1
0
-9
3
-4
-4
-1
0
-4
5
0
-8
5
0
-1
1
1
2
8
0
-3
-1
1
1
-7
-9
2
-2
1
0
-1
0
0
-3
0
0
-3

-12

4

1

2

5

6

1

2

1

2

3

3

4

0
6
0
5
7
5

23
10
11
0
8
7

36
9
0

18
7

34
8
1
8

14
0
5

36
129

0
4

63
5

18
9
0

99
0
3

19
0

22
0

44
143
22
14
10
13
12
71
0
0
5
3
0
8
0
0
0
3
3

82

高知鷹城
室戸
南国
土佐香南
高知鏡川
Z小計
高知黒潮
土佐山田
土佐本山
高知南
高知よさこい
Z小計
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Z小計
R合計
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
Z小計
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも
Z小計  
R合計
徳島眉山
鳴門
藍住
板野
鳴門西
北島
徳島みらい
Z小計
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍
Z小計  
R合計  

46
21
22
31
28

148
55
9

26
32
42

164
35
53
29
58

175
487
27
50
14
18
30
59

198
12
16
37
31
24
30
28

178
376
23
36
27
27
19
37
0

169
24
32
28
22
8

25
139
308

44
21
22
31
33

151
53
9

25
32
43

162
34
53
30
58

175
488
27
49
15
19
32
64

206
13
19
38
30
24
31
24

179
385
23
36
26
24
21
32
31

193
25
36
29
22
10
24

146
339

-2
0
0
0
5
3
-2
0
-1
0
1
-2
-1
0
1
0
0
1
0
-1
1
1
2
5
8
1
3
1
-1
0
1
-4
1
9
0
0
-1
-3
2
-5

31
24
1
4
1
0
2
-1
7

31

7

1

2

8

9

1

2

1

2

3

9
4
0
8
2

23
0
1
6
0

11
18
2

16
2

18
38
79
12
15
4
1
0
0

32
0
4

12
0
0
0
3

19
51
0
0
0
0
0
1
0
1
0
2
6
5
0
3

16
17

期　間：2024年7月度～2025年1月度

＊2025年1月末時点でのServannAでの月別
会員数となります。
　ServannAと国際協会のMyLCIとは切断
されているため情報の反映に時差が生じて
います。

　家族会員数は再掲です。

R Z クラブ名 期首 1月末 増減 家族会員 R Z クラブ名 期首 1月末 増減 家族会員

地区合計 4,946 4,977 69631

高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
Z小計
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
Z小計
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
Z小計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北
Z小計
R合計
丸亀
坂出
坂出白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
Z小計
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央
Z小計 
R合計
高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
Z小計
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
Z小計
四万十
土佐清水
宿毛
大方
Z小計 
R合計 

336-A地区会員現況
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謹
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す

謹
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げ
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す

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

物
故
会
員

編
集
後
記

①氏名・享年　　②LC名　　③没年月日（2024年10月1日～2025年1月31日）

①前田　穣（83歳）
②7R-3Z 高知中央
③2024年10月15日

①北濱　俊幸（76歳）
②5R-1Z 坂出
③2024年10月27日

①作花　政信（71歳）
②5R-1Z 坂出白峰
③2024年10月29日

①太田　卓（74歳）
②4R-3Z 東かがわ
③2024年10月6日

①植木美智子（58歳）
②2R-4Z 西条
③2024年11月5日

①小松　誠二（69歳）
②5R-1Z 丸亀
③2024年11月9日

①国近　貞則（90歳）
②4R-1Z 小豆島東
③2024年11月23日

①多田　武（78歳）
②5R-1Z 丸亀
③2024年11月4日

①門屋　齊（93歳）
②1R-2Z 松山道後
③2024年12月30日

①竹中　尚將（85歳）
②2R-2Z 今治
③2025年1月10日

①藤原　宥然（69歳）
②5R-1Z 坂出
③2025年1月18日

①濱﨑　好男（72歳）
②6R-3Z 土佐清水
③2024年12月4日

①近藤千鶴子（76歳）
②1R-1Z 松山つばき
③2025年1月18日

①千頭滞久朗（92歳）
②7R-2Z 高知南
③2025年1月20日

①石川福太郎（73歳）
②2R-3Z 川之江
③2025年1月28日

①小畑　孝（88歳）
②5R-2Z 三豊
③2025年1月18日

　
さ
ぁ
い
よ
い
よ
讃
岐
の
地
で
３
３
６
―
A

地
区
第
71
回
年
次
大
会
で
す
。考
え
て
見

る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。九
つ
の
リ
ジ
ョ
ン
か
ら
の
9
名
の
委
員
さ

ん
の
助
言
や
お
手
伝
い
を
得
て
、今
期
地
区

誌
も
第
三
号
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

昔
は
同
じ
リ
ジ
ョン
内
の
各
ク
ラ
ブ
か
ら
5
名

ほ
ど
の
編
集
委
員
さ
ん
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事

務
局
に
お
集
ま
り
頂
き
、1
号
を
発
刊
す

る
度
に
複
数
回
の
編
集
会
議
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
私
自
身
も
前
の
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
の

副
編
集
長
に
始
ま
り
、故
木
内
ガ
バ
ナ
ー
の

折
に
は
P
R・情
報・大
会
参
加
委
員
、そ
し

て
こ
ん
ぴ
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
折
に
は
一
編

集
員
と
し
て
加
わ
ら
せ
て
頂
い
た
こ
と
が

ま
る
で
昨
日
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
時
代
は
変
わ
り
メ
ー
ル
と
か
W
e
b
等
で

の
や
り
取
り
も
多
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

今
風
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す

が
、昔
の
編
集
委
員
会
の「
様
」を
知
っ
て
い

る
者
と
す
れ
ば
何
処
か
寂
し
さ
も
感
じ
え

ま
せ
ん
。

　
　M
・
地
区
誌
・

　
　
　
　D
i
g
i
t
a
l
委
員
会

宮
本

　俊
一

物故会員・編集後記



https://lci3
3
6
a.org

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3

6
ー

Ａ
地

区
　
地
区
誌

W
e Serve

W
e Serve

2
0

2
5

年
 第

12
9

号
令
和
7
年
3
月
2
5
日
発
行

1
・2
・3
／
N
o.3

https://lci3
3
6
a.org

大
月

町
 柏

島
（
高
知
県
）

We Serve
〒762-0003  香川県坂出市久米町 1 丁目 14-14
　　　　　　　坂出商工会館 1F  
tel  0877-35-8201　fax  0877-35-8202
mail:sakaidecab@lci336a.org

2024～2025年度
ライオンズ国際協会
336-Ａ地区　坂出キャビネット事務局

地区誌 四国1･2･3月
2025年･第129号 No.3
・発行日　令和7年3月25日
・発行所　336-Ａ地区 坂出キャビネット事務局
・発行人　石井 淑雄
・企画編集　Ｍ・地区誌・Digital委員会
・印　　刷　株式会社 宮本印刷https://lci336a.org

複合地区四国の設立、336－A地区を分割へ!


